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例会日：毎週木曜日 18時 30分  例会場：関観光ホテル 住所：岐阜県関市池尻 91-2 

事務局：岐阜県関市下有知 1655-1山田ビル 1階Ｄ室  TEL(0575)24-7332  FAX(0575)23-5278 

会長 森 敬  副会長 川上 勉  幹事 石原 妙生  クラブ会報委員長 後藤 政之 

 

 

 

 

 

 

４つのテスト １.真実かどうか ２.みんなに公平か ３.好意と友情を深めるか ４.みんなのためになるかどうか

 

本日のプログラム 第 2116 回例会 2023年 9月 28 日（木） 担当:ロータリー財団委員会  

会員卓話  高井 良祐 会員  テーマ  「Ｒ財団研修セミナー」

 

 

 

＊開会式 司会：長谷部 貴司 会員 

＊会長あいさつ 森 敬 会長 

本日は土曜日のお休みのとこ

ろ、関中央ロータリークラブの

米作り農業体験事業にご参加頂

きありがとうございます。ま

た、協力団体のＮＰＯ法人子援

隊の皆様とＮＰＯ法人ヘルシーライフせきの皆様に

はいつも大変お世話になりありがとうございます。 

５月に田んぼに植えた苗は稲となり実をつけ、本日

収穫出来るまでに育ちました。今日は皆様に稲刈り

体験をしてもらいます。９月も中旬になりました

が、まだまだ日中は暑く熱中症には十分に気をつけ

てください。そして、今日は鎌を使い稲刈りをする

ので事故やケガのないように気をつけて下さい。稲

刈り後は、イナゴ採取も予定をしております。お昼

過ぎまでかかるかと思いますが、本日が楽しく素晴

らしい時間となります事を祈念致しまして冒頭の挨

拶とさせて頂きます。本日はどうぞ宜しくお願い致

します。 

＊事業説明 

吉田 和也 社会奉仕委員長 

本日は、米作り農業体験事業の稲刈り体験にご参加

いただきありがとうございます。参加の皆様のご紹

介をさせていただきます。ＮＰＯ法人子援隊より 2

名の子供さんと 1名の保護者さん、佐藤先生をはじ

め 2名の引率の方々で 5名のご参加、NPO法人ヘル

シーライフせきより 7名の子供さんと 3名の保護者

さん、土屋先生をはじめ 4名の引率の方々で 14名

のご参加、そして関中央ロータリークラブの会員 12

名の参加で合計 31名の参加となります。今回はじ

めて参加の子供さんもみえますが、前回の 5月 20

日にみんなが泥んこになって植えたお米が立派に成

長したわわに身をつけ、収穫の時期になりました。

今日はこの稲を鎌で収穫し、11月 23日にわかくさ

プラザで行う食育体験で美味しく食べて頂きます。

茶碗によそう一粒一粒のお米が食べられるようにな

るまでに大変な作業があるのを、この農業体験を通

して学んでいただけたらと思います。また、農業の

関中央ロータリークラブ

前例会の記録 第 2115回 2023年 9月 16日（土） 

「米作り農業体験事業」／担当 社会奉仕委員会 

2023～2024年度 関中央ロータリークラブ会長テーマ 

「親睦から生まれる奉仕の心、 

奉仕から広がる友情の輪、そして共に成長し合おう」 



大切さや食べ物のありがたさを理解してもらえたら

うれしく思います。稲刈り体験の後にイナゴ捕り体

験も行います。捕まえたイナゴは食育体験の時に皆

さんに佃煮にして食べてもらおうと考えておりま

す。昔は自然の中で育っている物をありがたく食べ

ていました。タンパク源の確保として昆虫食も話題

になっていますので食育の一環として学んでいただ

けたらと思います。今日一日よろしくお願いいたし

ます。 

＊稲刈りの説明 小川 糧司 会員 

稲刈り体験にご参加いただきありがとうございま

す。苗を植えて稲が出来るまでに、おおよそ 88日

間かかると言われています。稲刈りが終わると、荒

起こし・代掻き、草刈りを行い、来シーズンの田植

えに備えます。私が幼い頃、夏の夜田んぼに行き、

お皿に灯油を入れてカンテラ（携帯式の手提げラン

プ）を灯していました。なぜ、そのようなことをし

ていたか、それは灯火に蛾などの害虫が集まってく

るからです。灯火の下に水を張った器を置いておく

とそこに害虫が入り、農薬を使わず害虫駆除ができ

ました。また、50ｍ～100ｍ間隔にカンテラを置い

ていたので、綺麗な夜の景色を思い出します。 

稲の刈り方を説明します。片手で稲を 1株掴みま

す。大人の手なら 3株ほど掴めます。自分の体の方

に少し持ってくるように傾けます。次に、土から 15

㎝くらいの稲の高さのところに鎌を当てます。鎌を

下から上に引き上げるようなイメージで刈って下さ

い。今日はコンバインの実演もありますので、楽し

みにしていてください。 

＊稲刈り体験・見学 

 



 

＊自然観察 

＊閉会式 司会：長谷部 貴司 会員 

＊ご挨拶 

＊子援隊 理事長 佐藤 隆一 様 

普段は体験することができない田植えや稲刈りをさ

せていただき、貴重な経験が出来ました。 

関中央ＲＣの皆さん、ありがとうございました。 

＊閉会の挨拶 川上 勉 副会長  

＊閉会  

 

＜次例会の案内＞ 

第 2117回 2023年 10月 5日（木） 

卓 話 米山記念奨学生 載 騰敏 さん 

テーマ  

「マレーシアと日本：文化・生活の共感と架け橋」 

担 当 米山記念奨学委員会 


